
卒

業

論

文

ー

準
備
か
ら
提
出

ま
で
ー

ー

山
崎

一
穎

〈
論

題
決

定

に

あ

た

っ
て

〉

卒
業
論
文

の
論
題
決
定

に
あ
た

っ
て
留
意
し
た

い
事
は
、
自
己

の
抱
え
て

い

る
内
面

の
問
題
と
、
対
象
と
が
常

に
切
り
結
ぶ
所
か
ら
発
想
さ
れ

る

事

で

あ

る
。
そ

の
為

に
は
日
頃
広
範
囲

の
読

書
か
ら
問
題
意
識
を
養

な
う

必

要

が

あ

る
。
文

学
専

攻
の
学
徒

に
と

っ
て
、
読

書
は
趣
味

で
な
く
宿
命
で
あ
る
こ
と
を

銘

記
す
べ
き

で
あ
る
。

次

に
作
家
論
は
作

品
論
を
通
過
せ
ず

し
て
成
立
し
得

な

い
こ
と
に
注
意

し
た

い
。
ま
た
、
作

品
論
は
そ
れ
が
作
家
論

の
糸
口
に
な
る
所
ま
で
踏

み
込

ん
で
考

察

す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

と
に
か
く

、
卒
業
論
文

と
は
、
自

己
と
対
象

と
の
執
拗
な
格
闘

で
あ
り
、
対

象

を
凝
視
す

る
こ
と
は
、
自

己
を
凝
視
す

る
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
自

己
告

臼
で

も
あ

る
。
そ

れ
は
諸
君
等

の

〈
存
在
証
明
書
〉
と
な
り
得
る
も

の
で
あ
る
。
そ

れ
故

に
、
小
さ
く

て
大
き
な

一
つ
の
世
界
を
構
築

し
た

い
も

の
で
あ
る
。

〈
テ
キ

ス
ト

(
定
本
)
選
定

に
つ
い
て
〉

古
典
専
攻

の
場
合
は
、
概
ね
岩
波

の
古
典
大
系
本
か
、
朝
日
古
典

全
書
本

が

善
本
で
あ
ろ
う
。
近
代
文

学
専
攻

の
場
合
は
、
出
来

る
限
り
個
人

全
集
本

を
揃

・瓦
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
た

だ
し
、
何
度

も
全
集
本

が
出
版

さ
れ

て

い

る

場

合

、
最

良
の
も
の
を
選
ぶ

こ
と
が
大

切
で
あ

る
。
先
年
志
賀
直
哉
専

攻
の
学
生

が

、
改
造

社
版

を
購

入
し
て
し
ま

っ
て
、
日
記
を
調
べ
る
段

に
な

っ
て
、
岩
波

版

で
な
け

れ
ば
調
べ
が

つ
か
な

い
こ
と

に
気
付

い
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、
何
度

も
出
版
さ
れ

て
い
な
が
ら
、
ど
れ
も
完
本

で
な

い
場
合

は
、
双
方
を
合
わ
せ
見

た
方
が

よ
い
。
例
え
ば
、
有
島
武
郎
全
集
は
、
叢
文

閣
版
十

二
巻
、
新
潮
社
版

、

十
巻
、
改
造
社
版

の
三
っ
が
あ
る
が
、
叢

文
閣
版
と
後

の
二
つ
の
う
ち

い
ず

れ

か

一
つ
を
備
え
れ
ば
、
有
島

の
業
績

の
全
貌
を
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
出
来

る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
指
導

の
先
生
に

一
度

相
談
さ
れ
た

い
。

〈
準
備
か
ら
提
出
ま

で
の
年
間
プ

ラ
ン
〉

本

学
で
は
、
卒

業
論
文

は
五
十
枚

以
上
、
仮
綴

と
な

っ
て
い
る
が
、
最
近

は

平
均
七
十
枚

位
書

い
て
お
り

、
製
本

し
て
提
出

す
る
傾
向

に

な

っ
て

来

て

い

る
。
各

ゼ
ミ

の
事
情
に
も
よ
る
が
、
年

々
図
書
館
も

整
備
さ
れ
、
発

展
し

つ
つ

あ
る
現
状

を
考

え
れ
ば
、
七

・
八
十
枚

は
書

き
た

い
し
、
苦
労

し
て
書

い
た
も

の
は
、
や
は
り
製
本

す
る
方
が

望
ま

し
い
。
例

え
、
仮
綴

で
提
出
す
る

に
し
て

も
、
背
表
紙

位
は

つ
け

た

い
も
の
で
あ

る
。
書
架

に

並

べ

た

時
、
誰

の
も

の

で
、
何

に

つ
い
て
書

い
た
も

の
か
不
明
な

の
は
、
寂

し
い
こ
と

で
あ
る
。

次

に
各

ゼ
、、・
の
方
式
が
あ

る
の
で

一
概

に
は
言
え
な

い
が
、

四
月

の
初

め
に

各
自

く
計
画
書
V
を
書

い
て
、
指
導
教
授

に
指
導
を
受
け
る

こ
と

が

望

ま

し

い
。

一
例
を
参
考
ま

で
に
挙
げ

て
お
き
た

い
。

卒
業
論
文
計
画
書
提
出
に
つ
い
て

菅
提
出
日

四
月

の
最
初

の
ゼ
ミ

の
時
間

幹

二
〇
〇
字
詰

原
稿

用
紙
使

用

曇

教
育
実
習

そ
の
他

の
実
習

に
行
く
人

は
別
紙

に
○
月
○

日
～
○

ノ
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管
表

紙(例)

.月
○
日
迄
と
書

い
て
提
出
。

○
○
先
生
提
出

卒
業
論
文
計
画
書

森

鴎

外

研

究

ー

そ
の
歴
史
小
説
に
っ
い
て
ー

四
年
A
組
○
番○

○

○

○

梼

P

・
1

使
用
全
集
名

・

(例
)

・森
鴎
外
全
集

〈
全

八
巻

・
別
巻

一
〉

昭
和

三
十

四
年

三
月
十

日
筑
摩
書

房
刊

注
H
中
央
に
書
く

こ
と
。

発
行
年
月

日
は
第

一
回
配
本

の
奥

付
と
す
る
。

蒡
P

2
～

3

な
ぜ
卒
業
論
文

の
題
目
と
し
て
選
ん
だ

の
か
。
そ

の
理
由
。

梼
P

4
～
11

ど

ん
な
事
を
ど

ん
な
方
法

で
追
求
す
る

つ
も
り
な

の
か
。

具
体
的

に
述
べ
る

こ
と
。

昶

P
12

白
紙

(後

で
目
次
記

入
の
た
め
)

蒡

P
13

ピ
ー4

使
用
予
定

の
参
考
文
献

目
録

(例
y

長
谷
川
泉

≒
続
森
鴎
外
論
考

』

(
昭
和
四
二
年

一
二
月

二

日
、
明
治
書
院
刊
)

草
部
典

一

『
さ

ん
せ
う
大
夫
』

に

つ
い
て
ー
伝
説

と
説

話

の
世
界

「
文
学
」

(
昭
和
二
十
九
年

一
月
)

注
ほ

一
行

一
冊

菅
P
15

～
16

白
紙

(
指
導
教
授

の
方
で
指
導
事
項
を
記
入
)

蒡
裏
表
紙

更

に
、
各
自

大
凡
の
年
間
計
画

を
立
て
て
、
学
習

の
方
向
を
定
め
た

い
。
次

に

一
例

を
示
し
て
お
き
た

い
。

四
月
1

〈
卒
業
論
文

計
画
書
提
出
〉

五
月

原
典
精
読

(
ノ
ー
ト
を
取
り
な
が

ら
、
ま

た
は
、
カ
ー
ド

を
作
成
)

六
月
七
月
ー

〈
文
献
蒐
集
〉

払朋]
蝋麟

掛
蟹

混讐

矯
嚢
蠶
難
酣剛

十
月
ー

下
書

き
か
ら
推
敲

へ

(下
書

き
は
、

や
や
大

目
に
書
き

〈
九
〇
～

一
〇
〇
枚
〉
、
推
敲

の

十

一
月
i

段
階

で
、
七
〇
～
八
○
枚

に
絞
る
と
良

い
。)

十
二
月
-

清
書

・
製
本

・
提
出
。

〈
文
献
蒐
集

に
あ
た

っ
て
〉

あ
く
ま
で
も
原
典
と
じ

っ
く
り
取
り
組
む

こ
と
が
第

一
義

で
あ
る
。
そ

の
上

で
、
他
人

の
秀
れ
た
論
文
を
読
む
事
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
為

に
は
、
図
書
館

・
の
活
用
が
必
要

で
あ
る
。
公

の
も

の
と
し
て

は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代
文

学
館
等
が
あ
り
、
他
大
学

の
図
書
館
、
大
東
急
記
念
文

庫
、
清
嘉

堂
文
庫
、
宮

内
庁
書
陵
部
等

の
閲
覧
も
必
要

に
な
ろ
う
。
国
会
図
書
館
、
近
代
文
学
館
を

の
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ぞ

い
て
、

い
ず
れ
も
図
書
館

の
紹
介
状
が
必
要
な

の
で
留
意

し
た

い
。

閲
覧

に
際

し
、
注
意

し
た

い
こ
と

の

一
つ
は
、
イ

ン
ク
を
使
用

し
な

い
こ
と
。

貴
重
な
文
献
を
汚
す

こ
と

は
許
さ
れ
な

い
行
為

で
あ

る
。

か
な
ら
ず
、

エ
ン
ピ

ツ
を
使
用

の
こ
と
。
次

に
留
意

し
た

い
の
は
、
文
献

を

コ
ピ

ー
し
た
ら

、
必
ず

文
献

の
表

に
奥
付

に
よ

っ
て
、
刊
記
を
記

入
し
て
お
く

こ
と
。
例
え
ば
、
藤
井

公
美
氏

の

『
明
治
文
学

と
鴎
外
』
ー

ま

ひ
ひ
め
を
対
象
と
し
て
ー

と
い
う

論
文
を

コ
ピ

ー
し
た
場
合
、
奥
付

に
よ

っ
て
、

「
歴
史

公
論

」

(
第
七
巻
第
六

号
、

昭
和
十

三
年

六
月

一
日
、
雄

山
閣

発
行
)

と
す
る
。
特

に
雑
誌

の
場
合

第

○
巻
第
○
号
が
落
ち
易

い
の
で
注
意

し
た

い
。

蛇

足
な
が

ら
、
文
献

は
夏
休
み
中

に
蒐
集

し
た
方

が
望

ま
し

い
。
帰
省
す
る

諸

君
は
、
文
献

を
蒐
集

し
た
後
、
帰
省

す
る
と
よ

い
。

〈
論
文
作
成
上

の
原
則
〉

論
文
作
成

に
あ

た

っ
て
、
特
別

こ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規

則
が

あ

る
わ
け

で
は
な

い
。
更

に
古
典
と
近
代
文
学

の
場

含
で
は
若
干
相
違
も
あ

ろ

う
。
以
下
、
常
識
的
な
原
稿
用
紙

の
使
用
法
と
、

い
か
に
し
た
ら
き
れ

い
に
見
.

え
る

か
と

い
う
視
覚
的
な

立
場

か
ら
述
べ

て
み
た

い
。
卒
業
論
文

を
仕

上
稿
と

.考
え
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
君
達
が

一
冊

の
本
を
造

る
の
だ

と
考

え
て
く

れ
れ
ば
良

い
。

①

一
文

字

一
マ
ス
を
原
則
と
す
る
。

も
各

々

一
字
分

と
な
る
。

よ

っ
て
、
句

読
点
、
引
用

の
カ
ギ
括
弧

但
し
、
句

読
点
、
カ
ギ
括
弧

の
結

び

は
、
文
頭

に
出
さ
な

い
。

処
置

は
、
次

の
様

に
す
る
。

そ
の
場
合
の

②

文
章

の
書
き
出
し
、
改
行

は

一
字
下

げ
る
。

③

引

用
文

は
、

カ
ギ
括

弧

「
-
:
・・」

を
用

い
る
。
但
し
そ

の
引
用
文

中
に
会

話
文

が
入
り
込

ん
で
く

る
と
、

「

『

』

」
と
煩
瑣

に
な
る

の

で
、
近
代
文
学

関
係

の
論
文

で
は
次
の
様
な
処

置
も
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
三

好
行

雄
氏
は
、

引
用
文
を

〈
…
…
〉
と

し
、

そ
の
中

の
会
話
文

を
「
…
…
」
を
用

い
て
い
る
。

私

は
、
引
用

は
や

は
り

「
…
…
」
が
望
ま

し
い
と
考

え
る
故

に
、
次

の
様

に

し
て

い
る
。

ω

入

ー

「

」
ー

〉

㈲

「
ー

〈

>
i

」

ω
㈲
ど
ち
ら
で
も
よ

い
が
、
論
文

に
於

い
て
は
統

一
し
て
用

い
る
こ
と
を
忘

れ
な

い
よ
う
に
。

④

.
誤
字
、
当

て
字

は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
諸
君
等
は
国
文

科

の
学

生
で
あ

る
故

に
、
略

字
も
慎
み
た

い
。

⑤

作
品
名

、
単
行
本
名

、
論
文
名

の
表
記

は
二
重
カ
ギ
括

弧
を
用

い
る
。
例

え
ば
、
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櫛

『
破
戒
』
、
『
市
井

に
あ
り

て
』
、
『
『
破
戒

』
論
考
』
。
雑
誌
名
、
新
聞
名
は

一

重

の
カ
ギ
括
弧
を
用

い
て
区
別
を
す
る
。
例
え
ば
、

「
文
学
」

「
東
京
朝
日
新
聞
」

⑥

引
用
文
を
独
立
ざ
せ
る
場
合

の
注
意
事
項

に
つ

い
て
、

二

・
三

述

べ

た

い
。
ω

引
用
文

は
あ
ま
り
長

い
と
焦
点
が
ぼ
け
る

の
で
、

二
〇
〇
字
以
内

に
留

め
た

い
。
そ

の
場
合
傍
点
を
打

つ
等

の
工
夫
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

㈹

会
話
文
を
そ

の
ま
ま
引
用
す
る
場
合

は
、
引
用

の
カ
ギ
括
弧

は
不
要

で

あ

る
。

天
を

一
字

(あ

る
い
は
二
字
)
あ
け
る
。
必
然
的

に
文
頭

は
二
字
あ
る

い

は
三
字
下
げ

る
事

に
な

る
。

◎

引
用
文

の
最
後

に

(第

七
章

の

一
)
と

い
う
事
を
明
記

し

て

お

き

た

い
。
行
を
改

め
て
も

よ
い
。

こ
の
場
合
も

一
字

一
マ
ス
で
あ
る
が
、
ア

ン

バ

ラ
ン
ス
に
感

じ
た
ら
、

一
マ
ス
に
二
字
入
れ

て
も

よ
い
。

㈹

引
用
文

の
途
中
を
省
略
す

る
時

は
、

ー
ー

(
中

略

)

と
す
る

か
、
i

…
…
1

と
す
る
。

(
中
略
)
は
四
字
分

に
な
る
が
、
バ
ラ

ン

ス
が
悪
け
れ
ば
、

一
マ
ス
に
二
字
入
れ
て
、

二
字
分
で
処
理
す
る
。

い
ず

れ
に
し
て
も
、
文
頭
文
末

に
は
省
略

の
記
号
を
用

い
な

い
こ
と
。

⑦

文
章
を
強
調
す
る
場
合

は
、

④

傍
点

㈲

劉

.

09

挾
み
込
み

・
〈怨
念
〉

⑧

研
究
論
文

の
引
用

に

つ
い
て
述

べ
た

い
。

こ
れ
が

一
番
大
切
な
項
目

で
あ

る
。
卒
,業
論
文
作
成

に
あ

だ

っ
て
、
自
分

の
意
見
と
他

の
論
文
等
を
明
確

に

区
別

を
す

る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
卒
業
論
文

の
終
り

に

〈
参
考
文
献
〉
と

し

て
、
使
用

し
た
文
献

を
列
挙

す
る
の
も
あ

い
ま

い
で
い
け
な

い
。
次

に
示
す

様

に
す
べ
て

〈
注
記
〉
を
付
け

る
こ
と
。

そ
れ
が

〈
参
考
文
献
〉

に
相
当
す

る
も
の
で
あ
る
。

ω

研
究
論
文

の
引
用

が
、
途
中
で
入

っ
て
来

る
場
合
。

引
用
文

の
表
記

の
仕
方

は
⑥
以
下

に
同
じ

で
あ
る
。

こ
こ
で
説
明

し
た
㊥
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'

'

の
紛

の
場
合
は
、
引
用
文

の
次

の
文

章
接
続
に
十
分
留
意
し
な

い
と
、
文

章
が
孤
立
し
て
し
ま
う
。

⑨

〈
注
記
〉

の
表
記

の
仕
方
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

い
。
章

の
終
り
に
付

け
る
か
、

一
連
番
号

に
し
て
、
論
文

末
に

一
括

さ
せ
る
か
、
二
通
り
の
方
法

が
考
え
ら
れ
る
。

、

章

の
終
り
方

に
も

よ
る
が
、
注
記

は
ペ
ー
ジ
を
独
立
さ

せ
、

二
行
開
け
て
、

三
行
目

に
上

か
ら

四

・
五
字
開
け

て
、

〈
注
〉
と
す

る
。
更

に

一
行

開

け

て
、
右

の
例

の
如
く

一
マ
ス
に
二
字

入
れ

る
よ
う

に
す

る
と
、
奇
麗

に
見
え

る
。

⑩

〈
付

記
〉
の
書

き
方
に

つ
い
て
、
.
例

を
示

し
て
お
き
た
い
。
行
間

の
取
り

方

は
、

〈
注

〉
と
同
じ
。

一

付
記

の
2
は
、
図
書
館
長

の
紹
介
状

で
閲
覧

し
た
場
合
は
必
要

で
あ
ろ
う
。

2
の
項
が
な

い
場
合

は
、

1
の
項

の
み

で
よ
い
。
そ

の
場
合
番
号

は
不
要
。

⑪

〈
章
〉

と

〈
節
〉

と
の
行
間

に

つ
い
て
述
べ

て
お
き
た

い
。
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嘶

ヒ

章
が
替
る
ご
と

に
、
独
立

の
ペ
ー
ジ

と
す

る
。
第

一-節
が
終

っ
て
、
続

い
て

第

二
節
を
書

い
て
行
く
場
合

は
、
次

の
様

に
す

る
。

⑫

補
足
と
し
て
、
次

の
事
を
述
べ
て
お
き
た

い
。
和
歌
な
ど

二
行

に
わ
た

っ

て
表
記
す
る
と
、
落

着
き
が
悪

い
場
合
は
、

マ
ス
目

に
囚
わ
れ
ず
、
ム

行
書

き

に
し
た
方
が
良

い
。

論
文

中
に
他
の
研
究
者

の
論
文

を
引
用
す
る
場
合

は
、
○
○
○
○
氏
は
と
す

る
。
〈
注
〉
の
項
は
不
要

。
但
し
、
学
内

で
お
教
え
を
受
け

て
い
る
先
生

の
論
文

を
引
用
す
る
場
合
は
、
氏
を
用

い
ず

、
○
○
○
○
先
生
と
す
る
方
が
望
ま
し

い
。ヘ
へ

⑬

目
次

の
書
き
方

に
つ
い
て
、
述
べ
て
置
き
た

い
。

⑭

.
〈
は
じ
め
に
〉

〈
お
わ
り

に
〉
を
書
く

に
あ

た
つ
て
次

の
点

に
留
意

し
た

い
。
勿
論

〈
は
じ
め
に
〉
、
〈
序
〉
、

〈
序
文
〉
、

〈
序
章
〉
、
〈
序

に
か
え
て
〉
、

〈
お
わ

り
に
〉
、
〈
跋
〉
、

〈
跋
文
〉
、

〈
終
章
〉
、
〈
後
序
〉
等

の
言
葉
が
考
え

ら

れ
る
の
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
少
く
と
も

〈
序
〉

に
於

い
て
は
、
な
ぜ
卒

業
論
文
と

し
て
採
り
挙
げ

た
の
か
、
次

に
ど

ん
な
方
法
と
態
度

に
よ

っ
て
記

述

し
た

の
か
の
二
点

は
書

い
て
ほ
し
い
。

〈
跋
〉

に
於

い
て
は
、
く
ど
く
ど

と
反
省
を
述
べ

る
の
は
好
ま

し
く
な

い
。
少
く
と
も
、
追
求

の
十
分

で
な

か

っ
た
点
を
踏

え
な
が
ら
、
将
来

の
展
望

で
結
び
た

い
。

⑱

論
題
も
論
文

の
う
ち

で
あ
る

こ
と
を
考
え
、
慎
重

に
つ
け
る

こ
と
。
単

に

夏
目
漱
石

研
究

で
は
困
る
。

か
な

ら
ず
、
副
題
を
付
け

て
論
文

の
輪

郭
を
明

瞭

に
し
た

い
。
例
え
ば
、
夏
目
漱
石
研
究
-

初
期
作
品

に
見
ら
れ
る

〈
夢

幻
〉

に
つ
い
て
ー

と

い
う
具

合

に
。
な

お
、

「
!

」
論
、
論

老

、
私

論
、
試
論
、
私
見
、
考
察
等

の
語
彙
を
十
分
吟
味
し
て
付
け
た

い
。

〈
製
本
す
る

に
あ
た

っ
て
〉

原
則
は
仮
綴

で
良

い
の
だ
か
ら
、
無

理
に
製
本

す
る
必
要

は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
美
酒
は
玉
杯

に
盛
る
の
喩
え
も
あ
る
如

く
、
苦

労
し
て
仕

上
げ
た
も

の
に
対

し
て
、
き
れ

い
に
装

丁
し
て
や
り

た
く
な

る
ほ
ど

の
愛
着

を
持
ち

た

い

も
の
で
あ

る
。
製
本

も
画

一
的
な

も
の
よ
り

も
、
和
装
本
仕
立

で
も
洋
装
本
仕

立

で
も

よ

い
し
、
紙
な
ど

に
も

心
を
く
ば

れ
ば
な

お
す
ば

ら
し
い
。
父

の
形
見

の
着
物

で
装

丁
し
た
人
も

い
た

と
聞

い
て
い
る
つ
各
自

で
工
夫

し
て
み
た
ら
、

独
創
的
な
も

の
が
出
来
あ
が

る
で
あ

ろ
う
。
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F

-

八
表
表
紙
〉ノ

ド

森

鴎

外

研

究

-
歴
史
小
説
に
於
け
る
〈
近
代
〉
と
〈
反
近
代〉
に
つ
い

てー

昭
和
○
○
年
度
卒
業
論
文

森

鴎
.

外

研

究ー歴史小説に於ける〈近代〉とく反近代
V
に
つ
い
て・

1

国
文
学
科
四
年
○
組
O
O
番○○○
○

森

鴎

外

研

究

ー

歴
史
小
説
に
於
け
る
〈近
代
〉と
〈反
近
代
〉に
つ
い
て
i

圏

国
文
学
科
四
年
○
組
○
○
番

,

○

○

○

○

5
、

目
次

6
、

本

文

7
、

参

考

文

献

、

の
順

で
製

本

す

る
。
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2
、

〈
遊
び
紙
>

3
、

〈
卒
業
論
文
提
出
用

の
用
紙
>

4
、

〈
内
題
〉

各
自

の
個
性
を
生
か
し
た
用
紙
を
使

用
。
単

に
原
稿

用
紙

を
裏
返

し
て
使
用

し
て
も
良

い
。

、


	国文学科報01@00049
	国文学科報01@00050
	国文学科報01@00051
	国文学科報01@00052
	国文学科報01@00053
	国文学科報01@00054
	国文学科報01@00055

